
宝塚市

宝塚市

まち協から広報誌やイベントのお知らせや
防災情報などを発信していきます
（登録無料）

第１作目は
じゃがいもの予定！

毎月第3月曜日から第4日曜日
（ぷらざこむ1は開会日に合わせて）

予定区画

宝塚米谷農園

地域交流部

⽬指せ
「⾷品ロス」ゼロ

　この度、まち協では地域交流活動の一環として宝塚米谷貸農園の一画を
借りて『ふれあい農園』を開園する事となりました。
つきましては「土に、人に、野菜にふれあう」をコンセプトに地域の皆様
が気軽に参加し、野菜づくりを通じて交流を創出する機会を作れたらと考
えております。

　ピピアめふ公益施設では、毎年1.17メモリアル・デーイベントが行われており、
今年度も1月17日より2週間程度開催される予定です。

　イベント内容としましては、阪神淡路大震災当時の宝塚市内の写真の展示、日頃
の備えを見直すきっかけや防災の啓発活動を目的に防災グッズの展示、東洋食品工
業短期大学と共催で食品の長期保存や防災について学ぶワークショップを企画して
おります。

　1.17メモリアル・デーイベントを通じて、阪神淡路大震災の記憶を伝え、経験を
活かした防災計画に役立てばと思います。

編集後記

　昨年、今年と本当に大変な年
でした。
　少しずつ前へ進み始め、まち
づくりも変化をしつつも前へ進
むことができると信じておりま
す。
　新しい取組みも色々と始めて
いきますので今後ともよろしく
お願いします。
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友達登録お願いします
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『ピピアめふ』1.17メモリアル・デー

ふれあい農園
  はじめます
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　活動開始は2022年1月を予定しており、2区画（3ｍ×5ｍ×2区画＝約30㎡）のスペースで開始します。
　まずは土壌作りからスタートし、植え付けや草刈り、収穫など栽培に関わる工程毎に気軽に、そして楽しみなが
ら野菜づくりに関わって頂ける方を都度募り、地域全体で協力し、野菜を育んでまいりたいと考えております。　
　そして皆様の協力により収穫出来た野菜は、コロナ禍が落ち着いた暁には食材として使用し、皆で味わうイベン
トの開催も検討可能ですし、子どもたちへの無料配布など、今後活用法には様々な可能性があり、収穫自体をイベ
ント化してゆく事も検討中です。

フードドライブフードドライブ にご協力ください！
●受付場所

●受付期間

・ダイエー宝塚中山店
・ぷらざこむ1

・常温保存が可能なもの
・未開封のもの
・賞味期限まで1か月以上あるもの

●フードドライブとは？

●受付できるもの

ご家庭で余っている食べきれない食品を持ち寄り、
それを必要な方や団体などに寄付する取り組みです。

　野菜の栽培は奥が深く、個人ではなかなか本格的に取
り組む事が難しいものですが、気負わずご自身の都合に
合わせて気軽に参加していただくことで、最後に収穫の
歓びを共有する事ができ、更にそれらの体験を通じて新
たな交流が生まれる。そんな楽しい企画にしたいと考え
ておりますので、皆さんご期待ください！



　愛犬といつものお散歩をして、自宅周辺の子どもたちや高齢者の見守りをお願いします。
パトロールの時間・コースは自由です！
　登録された方に、「わんわんパトロール隊」とわかる反射材のグッズをお渡しします。愛犬のリー
ドにつけるだけです。（つけ忘れても構いません）
　また、特に声かけや通報等もしなくても構いませんので、グッズを付けて今まで
のお散歩をしていただくだけです。

★登録は右のQRコードからご登録いただくか、
　080-3800-3154（担当：池田）までお電話ください。

わんわんパトロールスタート
お散歩ついでの防犯活動

売布会館指定管理者について

防犯交通安全部 防災部

ひょうご安全の日推進事業の助成（令和2年度）と、宝塚市防災資機材助
成事業の助成により、防災資機材の拡充を行いました。
購入した備品は下記のとおりです。

ひょうご安全の日推進事業による助成
●カセットボンベ式発電機

宝塚市防災資機材助成事業による助成
●LEDスタンドライト2台
●三脚型工業扇2台
●屋外用防水コードリール2個
●ガソリン携行缶
●OAタップ3本

　災害時に住民が一時的に避難する必要がある場合、「宝塚市地域防災計画」に基づき、宝塚市が避難所を開設し
ます。しかし、大規模災害発生時には、行政だけでの避難所の開設や運営は困難となることが予想されます。そこ
で、地域住民が主体的に避難所に運営に携わるためのマニュアルを、まちづくり協議会、自治会（自主防災会）、
学校、行政、社会福祉協議会、地域包括支援センターのメンバーで話し合い作成しています（※）。
　今回は避難所についてよくある質問と回答を紹介していきます。
※この事業は、「公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構」補助金を財源とする「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて事業
を行っています。

地震の時どこに避難すればいいの？ 大規模災害発生時には、行政だけでの運営が困難で
あることから、地域住民が主体的に避難所運営に関
わる必要があります。一人ひとりができる事を少し
ずつ手伝っていただき、安心安全な避難生活ができ
るようご協力をお願いします。

コロナ禍のため、体育館収容人数が100人程度と制
限されており、自宅の損傷が少ない場合など可能な
方は在宅避難が推奨されています。
在宅避難の方にも情報や物資の提供を、自治会を通
じて行うよう検討を進めています。
市、県や国からの支援が来るまでには時間がかかる
こともありますので、各家庭、最低3日分～1週間分
×人数分の備蓄をしておきましょう。

避難所Q&A

　売布小校区内の子ども達や高齢者の見守り、不審者等による
犯罪抑止のため『わんわんパトロール』という、ゆるやかなボ
ランティア活動を開始しました。

　まだあまり周知されていないためか、現在の登録数はまだま
だ少ないですが、『わんわんパトロール隊』に賛同していただ
ける方はぜひ登録をお願いします。

メンバー募集中！

防災資機材を拡充しました

いざという時のいざという時の 難所のことのこと
みんなにやさしい
　避難所づくりを
　　めざして

　令和4年4月1日から令和8年3月31日までの4年間、共同利用施設売布会館の指定管理者として当該施設の管理・
運営に携わることになりました。
　宝塚市と指定管理者としての契約は当まちづくり協議会との間で締結しますが、現在、市が直営で行っている実
質的な業務は地域の代表によって構成された運営委員会が引き継ぎ、共同利用施設条例を遵守して管理・運営する
ことになります。
　今後は、地域の皆さまの交流や市民活動の場など、居場所づくりとしても利用できる施設運営を目指します。
　また、当まちづくり協議会の拠点として情報発信や活動の多様化など、地域の活性化に寄与できると思っていま
す。

避
避難所運営（地震版）マニュアルをつくっています

発熱者は避難所に行っても良いですか？

在宅避難の場合支援が受けられますか？

パトロール隊
第1号のモナちゃん

売布小学校区まちづくり協議会（コミュニティ売布）が売布会館の指定管理者に指定されました

売布小学校区にある指定避難所は売布小学校です。
災害規模が大きい場合には、行政の判断により、予
備避難所（売布会館、米谷会館・ピピアめふ公益施
設）が開設されます。市の避難所開設情報を確認の
上、発災時には、まずお近くの避難所に避難してく
ださい。

避難所は誰が運営するの？

避難が長期化する場合、体育館を居住スペースとし
て想定していますが、赤ちゃん連れや小さな子ども
がいる場合など、福祉スペースとしていくつか部屋
を使えるように調整しています。

赤ちゃん連れで避難できますか？

発熱などの風邪症状のある場合は直接避難所に
行かず、市災害対策本部（71-1141）へ相 談
して指示に従ってください。


